

３ 郵便等による不在者投票
（下記に該当する方で、あらかじめ屋久島町へ申請し登録証の交付を受けている方）
[bookmark: _GoBack]　身体障がい者手帳、戦傷病者手帳又は介護保険の被保険者証をお持ちの方で、次のような障がいのある選挙人の方は、一般の不在者投票のほかに、現住する場所（自宅など）で投票をする「郵便等による不在者投票」の方法があります。
郵便等による不在者投票のできる人
身体障がい者手帳をお持ちの方で、手帳に次の記載がある方
· 両下肢、体幹の障がい又は移動機能の障がいの程度が、１級又は２級
· 心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸の障がいの程度が、１級又は３級
· 免疫又は肝臓の障がいの程度が、１級から３級
戦傷病者手帳をお持ちの方で、手帳に次の記載がある方
· 両下肢、体幹の障がいの程度が、特別項症から第２項症
· 心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓の障がいの程度が、特別項症から第３項症
介護保険の被保険者証をお持ちの方で、被保険者証に次の記載がある方
· 要介護状態区分が要介護５
上記のほか、身体障がい者手帳をお持ちの方で、上記の障がいの程度がこれらの程度に該当することを、市町村長が証明した方も該当します。また、戦傷病者手帳をお持ちの方で、上記の障がいの程度がこれらの程度に該当することを、知事が証明した方も該当します。
　※なお、郵便等による不在者投票を行うためには「郵便等投票証明書」が必要です。
郵便等による不在者投票における代理記載制度
郵便等による不在者投票ができる方のうち、次のいずれかに該当する方はあらかじめ市区町村の選挙管理委員会の委員長に届けた選挙権のある方に投票に関する記載をさせることができます。
· 身体障がい者手帳に、上肢又は視覚の障がいの程度が１級と記載のある方
· 戦傷病者手帳に、上肢又は視覚の障がいの程度が特別項症から第２項症の記載のある方
身体障がい者手帳をお持ちの方で、上記の障がいの程度がこれらの程度に該当することを、市町村長が証明した方も該当します。また、戦傷病者手帳をお持ちの方で、上記の障がいの程度がこれらの程度に該当することを、知事が証明した方も該当します。

郵便等による不在者投票の手続
· ｢郵便等投票証明書｣が必要です。
お持ちでない方や有効期限が切れた方は、選挙人名簿登録地の市区町村の選挙管理委員会に交付申請を行ってください。代理の方でも申請できますが、申請書にはご本人の署名が必要です。なお、代理記載の方法による投票を行うためには、郵便等投票証明書の交付申請に加えて、あらかじめ代理記載の方法による投票を行うことができる方であることの証明手続と代理記載人となる方の届出の手続を行っておく必要があります。（これらの手続を同時に行うことも可能です。この場合、選挙人の署名は不要です。）
投票用紙等の交付請求
· 郵便等による不在者投票用紙等請求書に、あらかじめ交付を受けた郵便等投票証明書を添えて、選挙期日(投票日)の４日前までに、選挙人名簿登録地の市区町村の選挙管理委員会の委員長に対して、郵便等により投票用紙の交付を請求してください。（代理記載の方法で投票する場合は、請求書に代理記載人の署名が必要です。）
郵便等による不在者投票の方法
· 投票用紙に記載した後、投票用内封筒に入れて封をし、さらに投票用外封筒に入れて封をしてください。
· この外封筒の表面には、投票の記載をした年月日及び場所(住所を最後まできっちりと)を記載し、氏名欄に必ず署名してください。（代理記載の方法による投票を行う場合は、現在する場所で、代理記載人は投票用紙に選挙人が支持する候補者名等を記載し、投票用外封筒に入れた後、その表面に署名をします。）
· これを更に他の適当な封筒に入れて封をし、その表面に｢投票在中｣などと明記し、選挙人名簿登録地の市区町村の選挙管理委員会の委員長に対し、必ず郵便等でお早めにお送りください。
　　　※ 郵便等による不在者投票では、点字投票と代理投票はできません。




